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ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

８月２４日（火）、長野県企画部消費生活室と県連理事会が懇談会を開催し、率直で有意
義な意見交換をすることが出来ました。 （関連記事２Ｐ） 
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懇談会・視察報告 懇談会・視察報告 

長野県企画部消費生活室と県連理事会が懇談を行い、 
相互理解を深めました 
　８月２４日（火）、長野消費生活センター談話室において、県

消費生活室と県連理事会との懇談会を開催しました。消費生

活室からは北澤義幸室長、山崎唯史課長補佐兼企画指導係長、

内田弘幸企画指導係主査の３名が出席され、県連理事会から

は清水会長をはじめとする１０名の役員が参加しました。清

水会長と北澤室長の挨拶のあと、会員生協の活動報告として

鈴木友子県連理事（県高齢者生協専務）より長野県高齢者生

協の「緊急人材育成・就職支援基金による職業訓練事業」の取り組みが報告されました。続いて、県生協連

第１０次３ヵ年中期計画の到達点（中間総括）の資料を基に、小松専務代行が活動報告を行いました。 

　消費生活室の山崎課長補佐兼企画指導係長より、消費者施策や消費者の自立支援といった県の施策推進の

内容が説明された後、意見交換を行いました。 

　生協側から、消費者団体の活動支援や消費生活センター・市町村相談窓口の強化・ＰＲ等について発言が

出され、県側からも北澤室長より、消費者行政は県だけではできないので協力をお願いしたいと話されまし

た。これらを受けて改めて県生協連の消費者行政に対しての日常的な情報の発信と相互の意見交流の重要性

を確認し、有意義な懇談ができました。 

 

 

長野県企画部消費生活室に 
生協施設の視察をしていただきました 
　県生協連では、県行政による会員生協の施設視察を８

月６日（木）に実施しました。この企画は、県の生協担

当課である消費生活室の方々に、生協への理解・認識を

深めてもらうことを目的に開催するもので２年振り４回

目になります。 

　県企画部消費生活室に呼びかけ、今回は、北澤義幸室

長、山崎唯史課長補佐兼消費者係長の２名が、コープな

がのの物流機能の委託先の協栄流通㈱須坂グロサリー集

品センターを視察しました。 

　須坂市井上の須坂グロサリー集品センターでは、２階会議室において、清水邦明県連会長が歓迎挨拶を行

い、高橋利幸協栄流通㈱長野営業所長から協栄流通㈱の概要と施設の説明を受け、高橋所長の案内で、集品

作業の状況を中心にセンター内を視察しました。 

　視察後、会議室で古田好男コープながの理事長（県連副会長）からコープながのの事業概要報告を受け、

意見交換を行いました。 



３ 

研修会報告 

機関会議報告 

第５回理事会を開催しました 
日時：８月２４日（火）１０：３０～１２：００ 

場所：メルパルクＮＡＧＡＮＯ　４Ｆ月の間（長野市） 

出席：１３名（清水会長以下理事９名、監事２名） 

内容：以下の案件について審議を行い、承認をしました。 

（１）県消費生活室との懇談会の実施 

（２）理事会県外視察（広島県連：８月２９日～３０日）の実施 

（３）平成２２年度循環型社会形成推進功労者表彰候補者の推薦 

（４）口蹄疫被害救援募金の支出について（口蹄疫関連の署名と募金の状況） 

（５）長野県虹の会の研修積立制度への参加 

（６）長野労金からの特別利用分量配当の出資金への振替要請 

（７）虹のフェスタでの署名活動 

（８）「鶴岡灯油裁判資料室」設立募金への協力 

（９）司法修習生の給与の支給継続を求める取り組み 

（１０）長野医療生協への県の指導についての経過報告と今後の対応 

（１１）県生協連ＯＢ会規約の見直しと総会の開催 

（１２）「第３５回　信州発ボランティア・地域活動フォーラム in SAKU 」の後援 

　続いて、第４回理事会以降の機関会議や、虹のフェスタ実行委員会などの報告と、行政・諸団体か

ら提供された情報を報告しました。 

※７月１６日に第４回常任理事会を、８月３日に第５回常任理事会を、８月５日に臨時常任理事会を開

催し、第５回理事会の議題について協議検討を行いました。 

 

 

 

 

上期県生協連役職員研修会を開催しました 
日時：７月２６日（月）１３：００～１７：００ 

場所：メルパルクＮＡＧＡＮＯ（長野市） 

出席：２６名（会員生協１１名、県連役員９名、県消費生活室１名、講師

２名、県連事務局３名） 

内容：講演の第１部では日本生協連・内部統制室の松本圭司氏を講師

に「内部統制の意義と進め方」と題して、生協が組合員のくら

しに最大貢献し社会的責任を果たすため、役職員の共通認識づ

くりや進捗管理などの内部統制（インターナル・コントロール）

に取り組む意義についてお話いただきました。また、講演の第２部では中央地連事務局長・本間章治

氏に「中央地連管内の県連の状況と課題」と題して、県連の機能や役割についてわかりやすくお話い

ただくとともに、県連活動は会員生協の要望意見を反映してすすめる必要があると話されました。 

　休憩の後、小松専務代行が第１１次中計づくりにむけて「長野県生協連の第１０次中計の到達点」に

ついて報告し、参加者が３つのグループにわかれてワークショップを行いました。テーマを「会員生

協の課題と県連が果たすべき役割及び課題」として、意見交換を行い、まとめた課題を発表しあいま

した。県連への期待や役割として「協同組合関連携や地域とのネットワークづくり」「学習機会や交

流の場づくり、会員へのコーディネート」「行政への対応や情報提供・取得」などが上げられ、第１１

次中計に反映していくこととなりました。 



４ 

第１回介護福祉部会を開催しました 
日時：７月２０日（火）１３：３０～１５：００ 

場所：労済会館　３Ｆ会議室（長野市立町） 

出席：７名（東信医療生協、上伊那医療生協、県高齢者生協、

全労済長野県本部、コープながのと県連事務局） 

内容：初参加の山下千夏さん（東信医療生協介護部長）を含め

全員が自己紹介し、今年度の部会長に鈴木友子県連理事

（県高齢者生協専務理事）を選出しました。 

　鈴木部会長が議事進行を行い、この間の第４回部会や介護福祉交流会について事務局が報告しまし

た。続いて、以下の２０１０年度の取り組みについて協議した後、各生協から介護事業の状況について

報告しあい交流を深めました。 

（１）長野市・長野県との懇談　長野市とは１０月に実施 

（２）介護福祉交流会　２０１１年１月１５日（土） 

（３）医療・介護県外視察 

　 

 

第２回食堂・売店部会を開催しました 
日時：８月２４日（火）１６：１５～１７：１０ 

場所：長野県婦人会館　１Ｆ会議室（長野市） 

出席：８名（セイコーエプソン生協、双葉生協、信州大学生協、日本

生協連職域部及び県連事務局）　　　 

内容：吉池繁夫部会長（県連副会長・セイコーエプソン生協専務）が

議事を進行し、事務局が第１回部会や３大学生協（信大・県短

大・松本大）の食堂で行われた「食育ランチ」の取り組みの報

告を行いました。日本生協連職域部の宮之原部長が秋のコープ

商品一覧について説明したほか、６県連合同業態研修会での報告資料の紹介を行い、確認しました。 

　　　　続いて、県外視察研修会について協議を行い、２月の開催日程・大阪（神戸）方面の研修先などに

ついて検討しました。 

　 

 

虹のフェスタ実行委員会を開催しました 
■第３回実行委員会 

日時：７月２８日（水）１４：００～１５：２０ 

場所：生活クラブ生協長野の長野センター会議室（千曲市） 

出席：７生協（コープながの・生活クラブ長野・長野医療・東信医療・

上伊那医療・全労済長野県本部・長野県高齢者）の実行委員と

業務委託する代理店、県連事務局の計１８名　 

内容：事務局が第２回実行委員会及び第４回事務局会議や、この間に進めた取り組み内容の報告を行ったほ

か、ステージ企画については、ファッションショーや創作舞踊、太鼓演奏、ラテン音楽演奏などの出

演が決まり、会場テントでは、行政・諸団体の出展や各生協の取り組み発表のほか、餅つき大会、焼

き鳥・ポップコーンの販売、豚肉の試食や牛乳の試飲、お取引業者の皆さんによる試食・試飲の出展

などが確認されました。 

　また、第３回実行委員会に続いて、第５回事務局会議を開催し、各生協の事務局が運営について話

し合いました。 

部会活動等の報告 



５ 

その他の活動報告 

部会活動等の報告 



６ 

県消団連等活動報告 県消団連等活動報告 

協同組合間協同の報告 

第４０回長野県協同組合連絡会委員会及び 
第８８回国際協同組合デー長野県集会が開催されました 
日時：７月８日（木）１３：００～１７：３０ 

場所：ＪＡ長野県ビル（長野市北石堂） 

出席：２５名（長野県のＪＡ・生協・漁協・森林組合の連合会役員等） 

内容：（１）協同組合連絡会委員会 

　県森林組合連合会の向井清副会長が開会挨拶を行い、

続いて、清水邦明連絡会会長（県生協連会長）が主催者

挨拶を行って議長に就任し、議事進行を行いました。 

　第１号議案の「平成２１年度活動報告及び収支決算の承認」から第２号議案「平成２２年度活動

計画及び収支予算」、第３号議案「平成２２年度役員の選任」まで、すべての議案が異議なく満場

一致の拍手で承認され、平成２２年度の連絡会会長にはＪＡ長野中央会の茂木守会長が選任され

ました。 

（２）視察 

　委員会開催前に「長野市坂中集落現地視察」を行いました。国の中山間地活性化事業を使って

展開してきた、長野市浅川小学校と協定締結して進めている体験農園や、荒廃地解消対策として

の山菜の導入・豚の放牧といった試験的取り組み、りんご狩りを中心とした都市と農村の交流事

業などの報告を受けた後、長野市の「ながのまちづくり活動支援事業」の助成を受けて取り組ん

だ「坂中やすらぎ森林公園」を視察しました。 

 

 

 
 
第４回幹事会が開催されました 
日時：７月２０日（火） 

場所：長野県婦人会館・１Ｆ会議室（長野市南県町） 

出席：１１名（北條舒正会長をはじめ幹事９名、事務局２名） 

内容：北條会長が挨拶を行って議長に就任し、以下の協議事

　　　項を事務局が提案し、協議の結果承認されました。 

（１）長野県「食の安全・安心条例」（仮称）の制定へ向け、県へ「検討委員会」設置の申し入れを

行うことや、条例制定作業部会を開催するなどの今後の取り組み 

（２）第４０回長野県消費者大会の開催計画の内容確認と取り組みの推進 

（３）標準営業約款の登録審査委員並びに標準営業約款推進長野県評議会委員への消団連幹事の推薦 

（４）「２０１０虹のフェスタ ｉｎ ながの」（生協連）への名義後援 

（５）県消団連５０周年記念誌のタイトルの「結」及びレイアウト 

（６）今後の学習会の開催計画 

 

　続いて、事務局が、第３回幹事会、日本チェーンストア協会主催の長野県生活者懇談会、平成２２

年度循環型社会形成推進功労者表彰・知事表彰候補者の推薦について、消費者力検定の参加者募集案

内、等の報告を行い了承されました。 

　また、幹事会終了後、「食品の安全・安心条例（仮称）」に関する県の説明会を同会場で開催し、

高木正明食品・生活衛生課長補佐兼食品衛生係長より、この間の経過と今後の方向性について説明を

していただきました。 



７ 

■池内徳男理事（長野県労働者住宅生活協同組合　常勤理事） 

　長野県労働者住宅生活協同組合（略称住宅生協）の池内徳男で、生協連の理事

を務めています。 

　住宅生協は、労働組合が出資し昭和５６年に設立された生協で、一般生協とは

設立の趣旨は異なりますが、「勤労者に、より安い土地を提供する」を基本に事

業を展開し、日本勤労者住宅協会受託事業を中心として、全県で１７００区画の分

譲を行ってきました。 

　最近では在宅の高齢者や社会的弱者に対する悪質リフォームが横行しておりま

す。住宅生協では、こうした悪質リフォームへの対応として専門の職員（１級建

築士）による相談受付を「住まいのワンストップサービス」として実施しており

ます。 

　悪質な業者に騙されないために、リフォームに関して少しでも気になる事があっ

たとき、すぐにご連絡下さい。 

　今年度より「信頼、安心、確実」を基本に、住宅生協リフォームを中心に事業

を進めてまいります。お勧めしたい５つの理由は、①適正価格　②アフターケア

③良質な工事　④住宅のプロ　⑤融資相談！！ 

　各生協との連携、応援をよろしくお願いします。 

 

 

 

■石原直登理事（全労済長野県本部　専務理事） 

　長野県生協連の理事を２００８年から務めさせていただいております、全労済長

野県本部の石原直登でございます。会員生協の皆様方には、日頃から格段のご理

解とご協力を賜り心より御礼申し上げます。 

　さて、日本経済は世界的な景気後退のなか、２００８年から０９年にかけて戦後最

も急激に落ち込み、今、緩やかな回復基調にあると云われるものの、私たち勤労

者・組合員の生活環境は依然として厳しい状況にあります。こうした時代だから

こそ、協同組合は組合員の皆さんの生活に家計に如何に寄与することができるか

が、今日、あらためて問われていると思います。 

　全労済長野県本部は総代会で決定した「組合員の信頼の醸成と事業利用・参加

の促進をはかり、組合員目線で業務品質の向上と業務の効率化を進め、対面対話

による保障相談活動を強化し、組合員のニーズに適合した共済商品やサービスを

提供する」などの取り組みを進めています。 

　私たちは人口減社会・少子高齢社会の到来など、時代の変化の方向性を見据え、

今日の事業環境を克服しなければなりません。県連会員生協の皆様方と共に漸進

いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

長野県生協連役員／会員生協　紹介 長野県生協連役員／会員生協　紹介 
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■９月２日（木） 食育推進会議理事会 
■９月３日（金） 県エコポイント事業小委員会 
■９月４日（土） 男女共同参画地域フォーラム 
■９月５日（日） 県消団連：消費者力検定事前講習会 
■９月６日（月） 県労福協：共同編集会議 
■９月７日（火） 第６回常任理事会　　第２回介護福祉部会 
■９月８日（水）～９日（木）６県連合同業態研修会（群馬県） 
■９月１０日（金） 平成２２年度長野県食品衛生推進大会 

長野日本無線生協総会 
■９月１３日（月） 虹のフェスタ in ながの第５回実行委員会 
■９月１４日（火） 全労済長野県本部：トップセミナー 
■９月１９日（日） 労協ながの創立３０周年記念式典 

■９月２１日（火） 県消団連：第５回幹事会 
■９月２５日（土） 生協総研：第２０回全国研究集会 
■９月２６日（日） 長野県総合防災訓練（安曇野市） 
■９月２８日（火） 中央地連運営委員会 
■１０月３日（日） ２０１０虹のフェスタ in ながの 
■１０月５日（火） 第６回常任理事会 
■１０月１４日（木） 上期監査 
■１０月１５日（金） 県労福協：労働者福祉学校 
■１０月１９日（火） 第６回理事会　　ＯＢ会総会 
■１０月２１日（木） 県労福協・理事会 
■１０月２２日（金） 中央地連：都県連責任者会議 
■１０月２５日（月） 県消団連：第６回幹事会 

お知らせ 

２０１０虹のフェスタ in ながのを 
エムウェーブ（長野市）で開催します 

　「みんなでつなげる　いのち　くらし　笑顔」をスローガンに、長野

市のエムウェーブ・エントランス広場等で、「２０１０虹のフェスタ in な

がの」を１０月３日（日）に開催します。県生協連に加盟する会員生協をは

じめ、行政・諸団体・取引業者の皆様、地域で様々な取り組みをされ 

ている方々に出展いただき、大勢の市民・組合員の皆様に食や生活の 

安全・安心、地産地消などを楽しみながら学び、交流してもらえる 

ように企画します。 

　また、お取引先のご協賛で試食やプレゼントも多数ご用意させて 

いただきます。 

■日　時：１０月３日（日）１０：３０～１４：００ 

■会　場：エムウェーブ・エントランス広場等（長野市北長池１９５番地） 

■主　催：長野県生活協同組合連合会　 

　　　　　２０１０虹のフェスタ in ながの実行委員会 

■後　援：長野県、長野県教育委員会、長野市、長野市教育委員会、 

関東農政局長野農政事務所、社団法人長野県環境保全協会、

長野県地球温暖化防止活動推進センター、長野県農協中央

会、ＪＡ全農長野、信州農産物ＰＲ協会、食と農と環境を育

むネットワーク、長野県森連、長野森林組合、長野県漁連、

長野県労福協、長野県消団連、長野県社会福祉協議会、 

長野市社会福祉協議会、長野市社会事業協会 

■入場料：無料 

■連絡先：２０１０虹のフェスタ in ながの実行委員会　事務局　 

虹のフェスタ担当 

長野県生活協同組合連合会　 

３８０‐０９２１ 長野市栗田９５０‐６　メゾン栗田１０２ 

ＴＥＬ０２６‐２２４‐３１６１　ＦＡＸ０２６‐２２４‐３１６２ 
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